
（研究概要）  
• これまでは「塩⾟辛いものを⾷食べると喉が乾き、飲⽔水量量と尿尿量量が増加する」と
信じられてきました。  

• しかし、宇宙⾶飛⾏行行シミュレーションを利利⽤用し、10 ⼈人の健常⼈人を対象として
⾏行行われた 100 ⽇日以上にも及ぶ⻑⾧長期間の塩・体液バランス研究（Mars500  
study）を実施したところ、「⾷食塩をたくさん摂取しても、尿尿量量は変化せず、
飲⽔水量量はむしろ減少する」という、これまでの固定概念念を覆す衝撃的な研究
結果が得られました。  

• なぜ、⾷食塩を摂取しても、飲⽔水量量と尿尿量量が増加しないのか？その詳細なメカ
ニズムについて、Mars500   study の詳細なデータ解析、およびマウスを⽤用
いた動物実験によって解明しました。  

• ⾷食塩を摂取した際に、腎臓はナトリウムイオン（Na+）を尿尿中へ排泄すると
同時に、浸透圧物質である尿尿素の再吸収を増⼤大させ、尿尿中と腎髄質間質の浸
透圧勾配を維持することでNa+を尿尿中へ濃縮して排泄するため、尿尿量量は増加
しないことがわかりました（下図右）。  

• また、⾷食塩を摂取すると、肝臓と筋⾁肉は、筋⾁肉の蛋⽩白質異異化（筋⾁肉量量の減少）
を介して尿尿素産⽣生を亢進させ、腎臓が⽔水の再吸収を⾏行行うために必要な尿尿素を
供給していることも明らかにしました（下図左）。  

• さらに、栄養素の異異化は代謝⽔水を⽣生成するため、異異化を伴う尿尿素産⽣生は、⽣生
体内の⽔水⽣生成も増加させます。従って、⾷食塩を多く摂取すると異異化が⽣生じ、
体内で⽔水産⽣生が増加するため、飲⽔水量量が減少することがわかりました。  

  

 
図	
 肝臓・筋肉・腎臓による尿素を介した Na+・体液量調節機構 
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